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を解決するための ESD（Education for Sustainable Development：持続可能な開発のた
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めの教育）に合致していることを強調し、「教育基本法と学習指導要領等に基づいた教育
を実施することにより、ESD の考え方に沿った教育を行うことができる」としている(2)。
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手法である。『公立学校を対象とした文科省の調査（2016 年 4 月）』では、AL を「実施し










大学では 3 年生から始まる専門ゼミや 4 年生での卒論演習しかなかったが、1 年生 2 年生
でも行い大学教育で 4 年間を連続して取り組むようにすることが重要である(6)。 
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（２）2016 年度	 人文地理学Ⅰの学習内容・授業方法（選択者数 17 名）は次のとおりで
ある。 
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的靴生産：フェラガモ」（5 分）/レポート：アメリカや EU の工業について
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15 まとめ  
 
（３）以下レポートの一部を紹介する。 
◆レポート（第 1 回）「中学校の地理で「食文化の地域性」について展開するとしたら、 










◆レポート（第 6 回）アメリカ農業における GMO を中心とする生産と日本の食料問題の 
  関わりについて、思うところを述べよ。 
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◆レポート（第 7 回）ヨーロッパ農業とアメリカ農業が目指す方向性を比較して、自分の 











◆レポート（第 8 回）日本の持続可能な農業について、食の安全をふまえてどのようにあ 












（４）ブレーンストーミングの実践例	 －「食料問題を考える」―	  
（ア）第 9回「食料問題を考える。自分たちにできることは何かについて話し合いをする。」 
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（1）中央教育審議会教育課程企画特別部会「論点整理」2015 年 8 月 26 日 
（2）文部科学省ホームページ「学習指導要領における ESD 関連記述」 
（3）日本ユネスコ国内委員会教育小委員会 ESD 特別分科会「持続可能な開発のための教 
育（ESD）の更なる推進に向けて」2015 年 8 月 4 日 
（4）平成 28 年度東京都立高等学校入学者選抜学力検査「まとめと指導の改善の視点」 
（2016 年 3 月） 
（5）平成 28 年度埼玉県公立高等学校入学者選抜学力検査結果「各問題の誤答分析及び所 


















	  知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度	 	 	  技能・表現 
テスト法 ◎ ○ 	  	  	  
レポート法 ○ ◎ ○ ◎ ○ 
観察法 ○ ○ ◎ ○ ◎ 
面接法 ◎ ◎ ◎ ○ 	  
質問紙法 	  	  ◎ ○ 	  
自己評価法 	  ○ ○ ○ ○ 
相互評価法 	  ○ ○ ○ ○ 
作品法 	  	  ◎ ○ ◎ 
ポートフォリオ法 	  	  ○ ○ ○ 
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（9）「人文地理学」レポートの評価基準 




























1996 年 41.0 42.1 45.4 52.8 43.3 45.6 51.0 65.1 46.1 ＊38.5 
2015 年 50.8 57.8 54.5 51.4 50.4 58.1 56.3 66.6 59.5 58.7 
増減 ＋9.8 ＋15.7 ＋9.1 -1.4 ＋7.1 ＋12.5 ＋5.3 ＋1.5 ＋13.4 ＋20.2 
	 	 	 脚注：総合的な学習の時間＊は 2001 年 
（11）高校生	 教科活動の「好き」（とても好き・まあ好き）の割合 
	  国語 地歴・ 
公民 




1996 年 42.5 45.0 38.7 38.0 39.0 58.8 65.3 40.9 ＊19.2 
2015 年 48.0 52.1 49.2 45.1 46.2 60.5 56.7 44.8 41.7 
増減 ＋5.5 ＋7.1 ＋10.5 ＋7.1 ＋7.2 ＋1.7 -8.6 ＋3.9 ＋22.5 
	 	 脚注：総合的な学習の時間＊は 2001 年 
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